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               米国の公共放送でフォローする世界金融危機                         
                                                           

                                               

                                       開発経済調査部 主任研究員 福田 幸正  
 
 
「本日のわれらがインディケータはNN。ピークの半分を割ったし平常値復帰までも

う一息」で始まるポッドキャストは米国の公共放送NPR(National Public Radio)のウエ

ブ・サイトの金融情報ブログ”Planet Money”。“われらがインディケータ”とはその日の

TEDスプレッド 1を指す。同ブログではこういう時期であればこそ日々の株価の振幅に

一喜一憂すべきでなく、TEDスプレッドが低下していけば自ずと株価も回復していくと

し、株価指数ではなく金融市場の不安度を示すTEDスプレッドの動向を一貫して重視し

ている。 
 
9 月 15 日のリーマン破綻以降の世界金融危機を当の震源地のアメリカ人一般がどの

ように捉えているのか関心を抱いた。そこでかねてよりAFN2で密度の高い時事問題報

道を行なっているNPR( http://www.npr.org/ )のラジオ番組 “Talk of the Nation”を聞いてい

た が（ 月 ～ 金 ： 午 前 4 ～ 6 時 ）、 これを 手が かり に NPR のブ ログ ”Planet 
Money”( http://www.npr.org/blogs/money/ )を見つけ毎日チェックするようにしている。 

 
“Planet Money”は最近とみに世界経済動向が米国国民生活に直接的に影響を与えてい

るにもかかわらず、世界経済理解のための報道番組が意外に少ないとの認識のもと、本

年 8 月末頃に開設されたブログである。奇しくもその直後にリーマン・ブラザーズの経

営破綻が起こり、それ以降は新たな意味付けのもと毎日活発な発信を行なっている。す

なわちリーマン破綻後の同ブログの基本的スタンスは、今回の金融危機を金融の専門家

の独占事項とせず、「影響を受ける米国一般国民としてこの機会に金融危機を皆で理解

しよう。そしてこの世紀の困難を皆で乗り切ろう」ということを明確に志向している。

ただし、当初からのモットー「知的かつ楽しく」という姿勢は変わっていない。暗くな

ってもしょうがないし、ましてやパニックに陥ることは最悪、というスタンスだ。同ブ

ログには様々な関係者が登場し様々な角度から平易な言葉で金融危機の原因が追究さ

れている（専門家へのインタビューで専門用語が発せられた途端にカットが入り一般聴

取者のために簡潔な解説が求められる）。同時に生活実感とともに実体経済への影響の

探求が試みられている。最近では毎週特別テーマを設けて解説することになったが、初

回は「そもそもマネーとはなにか」であった。有益な関連リンクも多数張られているの

はありがたい。またポッドキャストの音声情報は活字を読むのが難儀になってきた向き

には助かるし、リスニングの訓練にもなるので一石二鳥だ。元 IMF のチーフ・エコノ

ミスト Simon Johnson 氏もしばしば登場しブログの守り立てに協力している。リンクさ

れている同氏のサイト”The Baseline Scenario” ( http://baselinescenario.com/ )は「今更周囲

                                                   
1 3 ヶ月物米短期国債(T-bill)と 3 ヶ月物ユーロドル(EuroDollar)Libor(ロンドン銀行間市場金利)との金利   

差 
2 AFN(American Forces Network)は 1997 年に FEN(Far Eastern Network)が改称した米軍放送。関東地

域 810kHz 
 

http://www.npr.org/
http://www.npr.org/blogs/money/
http://baselinescenario.com/


 2 

に聞けない」という“専門家”にとっても金融危機理解に便利だ。更に NPR の姉妹組織

PBS(Public Broadcasting Service：米国の公共テレビ放送ネットワーク)のウエブ・サイト

に飛べば( http://www.pbs.org/ )、そこでも時宜を得た番組が組まれており、特に最近注目

されている金融危機に関する本の著者とベテラン・ジャーナリスト Bill Moyers 氏との

インタビューは興味深い。 
(“Bill Moyers Journal” http://www.pbs.org/moyers/journal/index-flash.html  
ご参考までに文末に筆者が興味をもった記事を御紹介させていただいた。） 
 
これら NPR、PBS ともいわゆるリベラル派の報道機関と目されており、内容の賛否

はそれぞれの判断にお任せするが、その真摯な報道姿勢は好感が持てるし、報道内容の

レベルも高い。過度に悲観的にも楽観的にもならず冷静な視点で米国国民に対してこの

難局を乗り切ろうという力強いメッセージを送っており、そこには爽やかささえ感じら

れる。それに比べて・・・とは言いたくはないが、いたずらに不安を煽る言葉が踊るわ

が国とは悲しいかな大きな違いがある。 
 
 2008 年 11 月 7 日、Kevin Phillips, “Bad Money” 

http://www.pbs.org/moyers/journal/11072008/profile.html 
 2008 年 10 月 24 日、James K. Galbraith, ”Predator State” 

http://www.pbs.org/moyers/journal/10242008/profile.html 
 2008 年 10 月 10 日、George Soros, “The New Paradigm for Financial Markets”  

http://www.pbs.org/moyers/journal/10102008/profile.html 
 2008 年 6 月 13 日、Steve Fraser, “Wall Street: America’s Dream Palace” 

http://www.pbs.org/moyers/journal/06132008/profile2.html 
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